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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
　
～
そ
れ
は
突
然
や
っ
て
来
る
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
７
７
９
Ｘ

【
作
者
名
】

　
白
龍
の
海

【
あ
ら
す
じ
】

　
一
人
暮
ら
し
の
主
人
公
は
、
広
す
ぎ
る
土
地
を
持
っ
て
い
て
、

い
つ
も
通
り
に
学
校
に
行
っ
て
、
自
家
中
型
飛
行
機
な
ど
で
家
に
帰
る
と
言
う
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
生
活
を
し
て
い
た
。
が
、
あ
る
日
家
に
帰
っ
て
玄
関
に
入

っ
た
ら
、
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
の
登
場
人
物
が
居
た
！
？
し
か
も
、
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
く
！
？
と
、
言
う
そ
ん
な
物
語
。
（
逆
ト
リ
ッ
プ
物
語
で
す
。
）

頑
張
っ
て
更
新
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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１
　
い
つ
も
通
り
の
生
活
を
崩
し
た
人
達
（
前
書
き
）

な
ん
か
、
逆
ト
リ
ッ
プ
小
説
書
き
た
く
て
。

応
援
お
ね
が
い
し
ま
す
。
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１
　
い
つ
も
通
り
の
生
活
を
崩
し
た
人
達

俺
は
、
櫻
井
　
海
。
中
学
生
だ
。

さ
く
ら
い

か
い

俺
は
普
通
に
授
業
を
サ
ボ
っ
て
、
た
だ
、
登
校
し
て
サ
ボ
っ
て
給
食
を
食
べ
て
、

ま
た
サ
ボ
っ
て
下
校
す
る
。
部
活
は
入
っ
て
な
い
。
授
業
は
つ
ま
ら
な
い
。
な

ん
で
、
分
か
る
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
る
な
ら
、
高
校
の
問
題

か
資
格
の
勉
強
を
し
た
い
。
だ
が
、
普
通
に
生
活
し
た
い
。
さ
あ
、
何
が
言
い

た
い
か
、
分
か
る
か
？

今
、
カ
ー
ド
式
の
玄
関
を
開
け
て
、
リ
ビ
ン
グ
に
入
っ
た
の
だ
が
・
・
・
・
・
・

・
・

目
の
前
に
い
る
奴
は
強
盗
か
？
だ
が
、
ｏ
ｎ
ｅ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｃ
ｅ
の
登
場
人
物
の

よ
う
な
気
も
す
る
。
い
っ
た
い
、
誰
の
仕
業
だ
？

こ
の
、
沈
黙
は
嫌
い
だ
。
話
か
け
て
み
る
か
。

「
お
い
。
」

気
づ
か
れ
な
い
。
何
故
だ
。

「
お
い
！
聞
い
て
い
る
の
か
？
」

あ
、
ル
フ
ィ
だ
。

「
俺
！
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
「
ル
フ
ィ
だ
ろ
？
」
お
！
知
っ
て
ん
の
か
！
？
」

「
当
た
り
前
で
し
ょ
！
１
億
の
賞
金
首
よ
！
」

「
海
賊
王
目
指
し
て
る
ル
フ
ィ
。

　
世
界
一
の
剣
豪
を
目
指
す
ゾ
ロ
。

　
勇
敢
な
る
海
の
戦
士
に
な
り
た
い
ウ
ソ
ッ
プ
。

　
世
界
地
図
を
描
き
た
い
ナ
ミ
。

　
オ
ー
ル
ブ
ル
ー
を
見
つ
け
た
い
サ
ン
ジ
。

　
真
の
歴
史
の
本
文
を
見
つ
け
た
い
ロ
ビ
ン
。

リ
オ
・

ポ
ー
ネ
グ
リ
フ
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な
ん
で
も
な
お
す
万
能
薬
を
作
り
た
い
チ
ョ
ッ
パ
ー
。

　
自
分
の
造
っ
た
船
で
見
届
け
た
い
フ
ラ
ン
キ
ー
。

　
ラ
ブ
ー
ン
と
の
再
会
を
果
た
し
た
い
ブ
ル
ッ
ク
。
だ
ろ
？
」

全
員
「
「
「
「
何
者
だ
よ
！
？
」
」
」
」
バ
シ
ッ

ツ
ッ
コ
ミ
さ
れ
た
・
・
・
悲
し
い
。

だ
が
・
・
・
な
ん
で
み
ん
な
俺
じ
ゃ
な
く
て
、
遠
く
を
見
て
い
て
、

戦
闘
態
勢
な
の
？

「
海
軍
、
い
っ
た
い
何
の
用
だ
。
」

「
は
あ
？
海
軍
？
」

あ
れ
か
？
「
絶
対
的
正
義
」
を
掲
げ
て
る
巨
大
組
織
か
？

？
？
「
今
は
敵
意
な
ん
て
し
と
ら
ん
！
ル
フ
ィ
！
な
ん
で
海
賊
な
ん
じ
ゃ
！
」

「
Σ
げ
っ
！
？
じ
い
ち
ゃ
ん
！
？
」

え
？
も
し
か
し
て
ガ
ー
プ
中
将
の
事
？

「
げ
っ
！
？
と
は
な
ん
じ
ゃ
ー
！
」

ル
「
じ
い
ち
ゃ
ー
、
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

拳
骨
さ
れ
る
ル
フ
ィ
。
た
ん
こ
ぶ
が
す
ご
い
。

初
め
て
見
た
よ
、
た
ん
こ
ぶ
。

で
、
思
う
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
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「
人
の
家
で
、
勝
手
に
土
足
で
入
っ
た
り
、
喧
嘩
す
る
な
あ
あ
あ
あ
！
」

こ
っ
ち
の
事
も
考
え
て
ほ
し
い
よ
！
！
っ
た
く
。

ど
ん
な
運
命
だ
よ
！
ま
あ
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
な
。

っ
て
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
？
後
ろ
の
海
兵
さ
ん
達
。

「
ど
う
し
た
？
」

「
ル
フ
ィ
さ
ん
と
ゾ
ロ
さ
ん
だ
。
」

「
あ
い
つ
、
ス
ゲ
ェ
よ
な
。
」

あ
れ
？
無
視
さ
れ
て
る
？
な
ん
で
？

人
の
家
で
勝
手
に
入
っ
て
喧
嘩
し
て
無
視
さ
れ
る
っ
て
―
―
―
―

「
い
い
加
減
に
し
ろ
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
！
」

自
分
の
何
か
が
、
き
れ
た
。
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１
　
い
つ
も
通
り
の
生
活
を
崩
し
た
人
達
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
感
想
書
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

後
、
誤
字
間
違
い
等
が
あ
っ
た
ら
、
報
告
し
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま
す
。

次
回
「
な
ん
で
こ
う
な
っ
た
」
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２
　
な
ん
で
こ
う
な
っ
た

『
い
い
加
減
に
し
ろ
お
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
！
』

自
分
の
何
か
が
き
れ
た
。

「
な
ん
じ
ゃ
！
う
る
さ
い
！
」

「
お
前
、
な
ん
で
こ
こ
に
居
る
ん
だ
？
」

自
分
で
も
、
覇
気
が
出
そ
う
な
の
が
分
か
る
。
自
分
は
三
次
元
の
人
間
だ
が
、

覇
気
を
持
っ
て
い
る
。

覇
気
は
、
【
覇
神
色
】
の
覇
気
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
覇
気
は
、
覇
王
色
の
覇

気
の
倍
以
上
の
威
力
を
誇
る
。
だ
が
、
見
聞
色
と
武
装
色
を
持
っ
て
い
な
い
。

欠
点
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
特
殊
能
力
を
持
っ
て
る
か
ら
大
丈
夫
だ
。
し
か
も
、

武
装
色
の
代
わ
り
は
要
ら
な
い
。
体
質
が
悪
魔
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
為
、
悪
魔
の
実
の
能
力
者
に
と
っ
て
天
敵
み
た
い
な
印
象
と
な

る
。
ハ
ハ
ッ
！
悪
魔
の
実
の
能
力
者
ざ
ま
ぁ
ー
ー
ー
ー
・
・
・
・
。

「
な
ん
か
、
忘
れ
ら
れ
て
る
ぞ
。
こ
い
つ
。
」

「
こ
の
家
の
持
ち
主
じ
ゃ
ね
え
の
か
！
？
」

チ
ョ
ッ
パ
ー
の
言
う
通
り
だ
よ
。

「
罠
だ
よ
。
」

「
え
！
？
罠
な
の
か
！
？
」
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罠
じ
ゃ
ね
え
つ
ー
の
！
だ
い
た
い
、
チ
ョ
ッ
パ
ー
は
ウ
ソ
ッ
プ
の
影
響
受
け
す

ぎ
だ
ろ
。
あ
ー
、
も
し
か
し
て
ビ
ビ
リ
仲
間
？
同
盟
？
ま
あ
、
い
い
や
。

で
も
な
ー
、
マ
ジ
で
う
ざ
い
し
ー
。
う
ん
。
も
う
我
慢
で
き
な
い
！

『
無
視
す
る
な
あ
あ
あ
あ
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
お
お
お
お
お
！
！
！
！
う
る
さ
い

じ
ゃ
ね
え
え
え
！
！
！
な
ん
で
こ
こ
に
居
る
ん
だ
？
じ
ゃ
ね
え
え
！
！
！
！
罠

じ
ゃ
ね
え
え
よ
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
！
』

全
員
「
「
「
「
「
「
「
「
「
「
う
る
さ
い
！
！
！
！
！
！
！
！
」
」
」
」
」
」
」

」『
黙
れ
え
え
え
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
え
え
え
え
！
！
！
！
！
！
』

「
キ
レ
た
の
う
・
・
・
・
・
。
」

『
こ
っ
ち
が
聞
き
た
い
！
！
！
！
な
ん
で
、
こ
こ
に
居
る
ん
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
！
！
！
！
！
！
あ
と
、
土
足
で
上
が
る
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！

！
！
！
！
』

「
ち
ょ
っ
と
、
何
な
の
！
？
私
達
は
海
賊
！
向
こ
う
は
海
軍
な
の
は
分
か
る
？
」

『
そ
れ
は
、
知
っ
て
る
。
』

「
で
、
向
こ
う
も
船
に
乗
っ
て
て
い
き
な
り
強
風
が
吹
い
て
、
目
を
つ
ぶ
っ
た

ら
こ
こ
に
居
た
の
！
理
解
で
き
た
？
」

『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
』

だ
か
ら
、
な
ん
だ
よ
。
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「
で
、
勝
手
に
誰
か
の
家
に
お
邪
魔
し
て
る
の
。
」

『
な
ら
、
靴
を
脱
げ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
』

少
し
、
覇
気
出
し
た
ら
全
員
急
い
で
靴
を
脱
い
だ
。

『
っ
た
く
。
お
前
ら
、
家
に
居
る
時
は
靴
を
脱
げ
よ
。
も
し
か
し
て
、
そ
う
い

う
習
慣
無
か
っ
た
？
』

ル
フ
ィ
達
「
「
「
「
無
い
。
」
」
」
」

そ
っ
か
。
東
の
海
っ
て
、
あ
る
意
味
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
た
い
な
も
ん
だ
も
ん
な
。

た
ま
に
日
本
み
た
い
な
習
慣
ら
し
き
な
事
も
あ
る
け
ど
・
・
。

海
軍
「
「
「
「
「
今
は
無
い
、
ワ
ノ
国
の
習
慣
だ
か
ら
。
」
」
」
」
」
」
」

へ
ー
、
今
は
、
ワ
ノ
国
っ
て
無
い
ん
だ
ー
。
・
・
・
・
・
・
え
！
？
無
い
の
！

？
ス
パ
ン
ダ
み
た
い
な
奴
に
バ
ス
タ
ー
コ
ー
ル
か
け
ら
れ
た
の
か
！
？
可
哀
想

に
。
（
勝
手
に
決
め
た
）

『
あ
、
そ
う
。
』

「
あ
の
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」

コ
ビ
ー
、
そ
れ
く
ら
い
分
か
っ
て
く
れ
よ
・
・
・
。

『
・
・
・
そ
れ
、
お
前
ら
が
言
う
か
？
こ
こ
は
俺
の
家
だ
。
』
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全
員
「
「
「
「
「
「
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！
！
」
」
」
」
」
」
」

」
」
」

な
ん
か
、
吃
驚
さ
れ
た
。
な
ん
で
？
ね
え
、
な
ん
で
？

（
自
分
が
他
の
人
と
ほ
と
ん
ど
の
事
が
桁
外
れ
の
事
を
、
自
覚
し
て
い
な
い
だ

け
。
）

「
す
っ
げ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」

あ
、
キ
ラ
ッ
キ
ラ
ッ
し
て
る
よ
目
が
。

『
そ
う
か
？
』

「
い
や
、
こ
れ
を
普
通
に
思
っ
て
る
奴
が
す
げ
え
よ
。
」

『
じ
ゃ
あ
、
俺
は
、
変
な
人
か
？
』

「
い
や
、
そ
こ
ま
で
は
言
わ
な
い
だ
ろ
。
」

『
そ
う
か
。
』

？
？
「
あ
の
。
」

ん
？
こ
い
つ
誰
だ
っ
け
？
ガ
ー
プ
の
補
佐
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
あ
！
ボ
ガ

ー
ド
だ
！

「
あ
な
た
は
？
」

あ
！
こ
の
人
凄
い
ん
だ
よ
ー
。
刀
で
銃
斬
っ
た
人
だ
よ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
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！
！
！

『
あ
ー
、
自
己
紹
介
し
て
な
か
っ
た
な
。
』

「
そ
う
言
え
ば
し
て
な
い
わ
よ
ね
。
」

『
俺
は
、
櫻
井
　
海
。
１
４
歳
。
学
生
だ
。
こ
こ
の
島
は
日
本
の
物
だ
け
ど
、

住
ん
で
ん
の
は
俺
だ
け
だ
か
ら
さ
。
俺
の
島
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
る
け
ど
・

・
・
。
ま
あ
、
そ
ん
な
感
じ
。
』

海
兵
「
グ
ダ
グ
ダ
で
す
よ
？
」

『
今
説
明
な
ん
か
し
た
く
な
い
！
！
』

だ
っ
て
、
面
倒
じ
ゃ
ん
。

「
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
。
」

『
ん
？
何
？
』

「
私
達
は
こ
の
世
界
の
事
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
特
に
海
賊
達
は
。
だ
か
ら
、

帰
れ
る
ま
で
こ
こ
に
居
候
し
て
も
良
い
で
す
か
？
」

―
―
―
―
―
―
ん
？
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
た
。

『
な
ん
で
、
海
賊
達
な
の
？
』

「
正
式
に
言
う
と
、
海
軍
で
は
政
府
に
言
わ
ず
に
こ
こ
、
三
次
元
を
調
べ
て
い

ま
す
。
資
格
の
試
験
を
受
け
る
つ
い
で
に
。
」



12

『
え
？
資
格
？
』

「
え
え
。
た
と
え
ば
、
英
検
と
か
。
」

『
あ
ー
、
な
る
ほ
ど
。
』

「
で
、
居
候
し
て
も
？
」

『
良
い
よ
。
仮
の
部
屋
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
。
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
な
。
』

自
分
の
部
屋
に
行
く
。
だ
っ
て
、
制
服
の
ま
ま
だ
し
。
後
、
家
の
地
図
？
家
図

？
を
取
り
に
行
か
な
い
と
。
俺
は
、
ど
こ
の
部
屋
に
何
が
あ
る
か
、
ど
れ
が
空

き
部
屋
か
分
か
る
け
ど
、
初
め
て
家
に
入
っ
た
人
は
分
か
ら
な
い
。
っ
て
か
、

こ
の
家
は
自
分
で
建
て
た
し
。
そ
う
だ
。
他
の
人
に
は
使
わ
せ
な
い
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
行
こ
う
。
な
ん
か
も
う
住
宅
み
た
い
だ
な
。
え
っ
と
、
５
階
の
ボ
タ
ン

を
押
し
て
っ
と
。
ち
な
み
に
、
こ
の
島
は
諸
島
の
一
部
だ
。
こ
の
島
は
日
本
の

北
海
道
か
ら
東
京
都
ま
で
の
広
さ
を
誇
る
結
構
大
き
い
島
だ
。
他
の
島
（
諸
島
）

は
香
川
県
と
同
じ
く
ら
い
の
が
４
つ
と
、
そ
の
半
分
く
ら
い
の
が
３
つ
あ
る
。

居
候
人
を
除
く
て
、
諸
島
（
９
つ
の
島
）
の
総
人
口
は
１
３
４
８
人
。
人
口
密

度
が
低
い
。

諸
島
に
は
観
光
な
ん
て
無
い
。

よ
し
、
着
替
え
Ｏ
Ｋ
。
家
図
持
っ
た
か
ら
Ｏ
Ｋ
。
戻
ろ
ー
。

こ
の
時
間
に
も
少
し
話
し
て
お
こ
う
。
こ
の
島
の
大
き
さ
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
の
世
界
に
あ
る
、
赤
い
土
の
大
陸
の
１
．
３
倍
の
大
き
さ
だ
。
は
っ
き
り

レ
ッ
ド

ラ
イ
ン

言
っ
て
向
こ
う
は
大
陸
な
ん
て
存
在
し
な
い
。
ど
の
島
も
（
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
）
、
こ
の
島
よ
り
小
さ
い
。

あ
、
着
い
た
。
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『
お
待
た
せ
～
。
』

「
お
！
来
た
来
た
！
」

「
着
替
え
た
の
か
。
」

ゾ
ロ
、
そ
れ
は
誰
で
も
分
か
る
か
ら
。

『
だ
っ
て
、
制
服
動
き
に
く
い
も
ん
。
』

「
ま
あ
、
そ
う
で
す
よ
ね
。
」

『
あ
ー
、
ス
ー
ツ
か
。
確
か
に
ス
ー
ツ
は
動
き
に
く
い
な
。
』

ス
ー
ツ
は
着
た
こ
と
無
い
ケ
ド
・
・
・
・
。

ボ
「
え
え
。
」

『
あ
、
こ
れ
家
の
地
図
？
だ
よ
。
五
階
ま
で
あ
る
け
ど
２
階
か
ら
な
。
み
ん
な

で
決
め
ろ
。
い
い
な
？
コ
ッ
ク
と
か
は
出
来
る
限
り
食
堂
の
近
く
で
。
』

ボ
「
分
か
り
ま
し
た
。
」

『
５
・
４
階
は
使
わ
な
い
！
以
上
！
』

海
以
外
部
屋
決
め
の
為
、
話
あ
っ
て
る
。
海
は
地
下
一
階
の
資
料
室
に
向
か
っ

て
い
る
。
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２
　
な
ん
で
こ
う
な
っ
た
（
後
書
き
）

次
回
「
買
い
物
」



15

３
　
買
い
物
の
準
備
（
出
航
準
備
）
（
前
書
き
）

タ
イ
ト
ル
変
え
ま
し
た
。
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３
　
買
い
物
の
準
備
（
出
航
準
備
）

居
候
人
達
は
、
部
屋
決
め
の
為
会
議
っ
ぽ
い
事
を
し
て
い
る
。

そ
の
時
、
海
は
地
下
一
階
に
あ
る
資
料
室
に
居
た
。

＝
地
下
一
階
資
料
室
＝

こ
こ
は
資
料
室
。
俺
し
か
い
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て
る
。
ち
な
み
に
、
地
下
一

階
か
ら
、
地
下
３
階
ま
で
あ
る
。
地
下
一
階
に
は
、
資
料
室
・
食
料
庫
。
地
下

二
階
は
薬
品
倉
庫
。
地
下
三
階
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

で
、
今
は
２
年
前
に
起
き
た
不
思
議
な
現
象
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。
こ
の
二

次
元
か
ら
来
た
来
訪
者
？
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。
こ
う
い

う
不
思
議
な
事
を
現
中
学
生
の
俺
に
資
料
し
て
送
っ
て
く
る
事
が
多
い
。
っ
た

く
、
そ
の
時
小
学
生
だ
っ
た
俺
に
送
る
か
よ
。

そ
の
不
思
議
な
現
象
と
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
、

２
年
前
、
世
界
中
で
異
常
気
候
と
よ
く
分
か
ら
な
い
現
象
が
起
き
た
。
起
き
た

場
所
は
、
日
本
・
中
国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
チ
リ
。
一
番
被
害
が
大
き
い
と
こ
ろ
は
、
日
本
・
中
国
・
北

朝
鮮
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
だ
。
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
、
ロ
シ
ア
は
、
夏
の
気
温
が
だ
ん
だ
ん
ヤ
バ
シ
・
・
・
す
ご
い
こ
と
に
な

っ
て
る
。
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
ほ
ど
だ
。
暑
過
ぎ
て
酒
を
飲
ん
だ
人
が
川
で

泳
ぎ
死
亡
す
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
た
。
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次
に
ア
メ
リ
カ
。
竜
巻
の
発
生
数
が
急
激
に
多
く
な
っ
て
る
。
し
か
も
、
規
模

が
大
き
い
た
め
被
害
も
大
き
い
。
竜
巻
が
通
り
過
ぎ
た
後
は
地
震
で
被
害
に
あ

っ
た
被
災
地
み
た
い
な
惨
状
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
。
そ
し
て
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
が

上
陸
す
る
回
数
も
２
年
前
が
異
常
だ
っ
た
。

次
に
北
朝
鮮
。
今
の
と
こ
ろ
こ
の
頃
の
飢
饉
が
最
悪
と
な
っ
て
い
る
。
今
で
も

飢
饉
状
態
が
続
い
て
い
る
が
主
に
政
治
関
係
だ
が
、
２
年
前
は
そ
れ
に
自
然
の

飢
饉
が
加
わ
り
最
悪
な
状
況
と
な
っ
た
。
飢
饉
に
よ
り
、
食
物
は
育
た
ず
魚
を

取
ろ
う
と
し
て
も
港
は
軍
が
居
る
か
ら
無
理
だ
し
川
は
魚
が
居
な
い
居
る
と
し

て
も
韓
国
の
方
へ
行
か
な
い
と
無
理
だ
っ
た
。
そ
の
為
死
亡
者
数
が
大
変
な
事

に
な
っ
た
。

次
に
中
国
。
チ
ベ
ッ
ト
と
か
四
川
省
の
辺
り
で
降
水
量
が
急
激
に
減
り
森
の
木

は
枯
れ
る
こ
と
は
防
げ
た
よ
う
だ
が
、
森
以
外
の
木
の
半
数
は
枯
れ
、
食
物
は

育
っ
た
が
収
穫
量
が
半
減
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
逆
に
都
市
部
（
上
海
と
か
北

京
と
か
）
は
降
水
量
が
急
激
に
増
え
た
。
い
き
な
り
だ
っ
た
為
下
水
道
に
雨
水

が
入
り
き
ら
ず
各
地
で
大
洪
水
が
起
き
た
。
（
今
の
タ
イ
の
大
洪
水
の
よ
う
な
）

そ
の
為
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
都
市
部
。
特
に
地
下
鉄
は
水
浸
し
で
逃
げ
場
を

な
く
し
た
人
達
は
緊
急
経
路
で
半
数
が
逃
げ
延
び
た
が
残
り
は
助
か
ら
な
か
っ

た
。

最
後
に
日
本
。
夏
の
悩
み
と
言
え
ば
沢
山
あ
る
が
、
気
候
な
ら
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

答
え
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
２
年
前
そ
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
す
る
回
数
が
多

く
な
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
雷
を
発
生
さ
せ
る
。
そ
の
雷
が
電

線
に
落
ち
各
地
で
停
電
が
起
き
た
。
幸
い
ほ
と
ん
ど
の
停
電
が
昼
だ
っ
た
為
事

故
回
数
な
ど
は
予
想
よ
り
低
か
っ
た
よ
う
だ
。

だ
が
、
停
電
の
せ
い
で
工
場
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
２
年
前
の
日
本
は

今
よ
り
円
高
が
酷
か
っ
た
。
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２
年
前
の
呼
び
名
は
沢
山
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
「
ロ
シ
ア
内
過
去
最
悪
の
夏
の
年
」
。
ア
メ
リ
カ
は
「
過
去
最
悪
異

常
気
象
の
年
」
。

北
朝
鮮
は
「
過
去
最
悪
飢
饉
の
年
」
。
中
国
は
「
降
水
量
の
変
化
が
激
し
か
っ

た
年
」
。

日
本
は
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
停
電
の
年
」
。

例
に
挙
げ
て
な
い
イ
ギ
リ
ス
な
ど
も
同
じ
よ
う
な
現
状
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ど
の
国
を
見
て
も
歴
史
上
最
悪
の
年
に
な
っ
た
２
年
前
。

こ
れ
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
の
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
、
行
か
な
く
て
は
ま
ず
い
。
絶
対
に
待
っ
て
る
。

＝
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
＝

「
あ
ー
！
や
っ
と
来
た
！
待
っ
て
た
ん
だ
ぞ
！
」

『
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。
で
、
決
ま
っ
た
？
』

「
あ
あ
。
お
れ
を
含
め
コ
ッ
ク
は
全
員
２
階
に
し
た
。
海
兵
の
中
で
ど
う
し
て

も
２
階
が
い
い
と
言
う
奴
が
居
た
か
ら
、
そ
い
つ
は
２
階
に
な
っ
た
が
な
。
ち

ゃ
ん
と
理
由
は
聞
い
た
。
後
は
３
階
だ
。
こ
の
家
図
に
書
い
て
お
い
た
か
ら
さ
。

行
っ
て
見
て
も
良
い
か
？
」

『
あ
あ
。
あ
、
書
き
写
し
た
ん
だ
な
。
』

「
あ
あ
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
迷
子
に
な
る
だ
ろ
？
」
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『
そ
う
だ
な
。
後
で
ド
ア
の
横
に
名
前
を
書
い
た
磁
石
貼
っ
と
く
よ
。
』

「
す
ま
な
い
。
」

『
さ
あ
！
早
く
行
っ
て
！
そ
の
ま
ま
で
も
い
い
け
ど
動
き
や
す
い
服
に
着
替
え

た
方
が
良
い
と
思
う
よ
？
私
服
が
一
番
い
い
け
ど
な
？
特
に
海
兵
に
言
っ
て
ん

だ
け
ど
な
ー
？
』

「
僕
も
で
す
か
！
？
」

『
う
ん
。
あ
！
あ
と
、
刀
・
銃
所
持
禁
止
な
！
捕
ま
る
ぜ
？
日
本
の
法
律
で
捕

ま
る
ん
だ
よ
？
』

全
員
「
「
「
「
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！
！
！
！
！
！
？
？
？
？
？
？

？
」
」
」
」
」

『
じ
ゃ
あ
！
出
か
け
る
準
備
し
ろ
！
必
要
な
物
揃
え
に
買
い
物
行
く
ぞ
！
』

全
員
「
「
「
「
「
「
「
分
か
っ
た
！
」
」
」
」
」
」
」

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
準
備
し
て
貰
っ
て
い
る
間
に
船
用
意
し
な
い
と
・
・
・
。
こ
り

ゃ
、
本
島
（
日
本
）
行
か
な
い
と
ヤ
バ
シ
だ
な
。
高
速
タ
ン
カ
ー
（
小
型
）
で

行
こ
う
か
な
？
千
葉
で
こ
う
い
う
の
に
慣
れ
た
町
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
行
こ

う
。

金
引
き
下
ろ
さ
な
い
と
ヤ
バ
イ
な
、
こ
り
ゃ
。
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～
１
時
間
後
～

＝
港
＝

ま
ず
、
海
軍
チ
ー
ム
が
到
着
。
向
こ
う
に
は
鉄
鋼
船
な
ん
て
無
か
っ
た
か
ら
、

驚
い
て
る
し
。
（
笑
）

そ
の
、
１
０
分
後
に
ル
フ
ィ
チ
ー
ム
到
着
。

全
員
タ
ン
カ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
よ
う
だ
。

『
こ
の
船
・
・
・
小
型
高
速
タ
ン
カ
ー
で
日
本
の
千
葉
県
に
行
く
。
そ
こ
・
・
・

空
き
部
屋
で
待
っ
て
て
く
れ
。
だ
い
た
い
１
５
分
く
ら
い
で
着
く
。
何
も
騒
ぐ

な
。
い
い
な
？
も
う
、
出
航
し
始
め
て
る
か
ら
な
？
ち
な
み
に
帆
船
と
違
っ
て

あ
ま
り
、
揺
れ
な
い
か
ら
な
？
』

こ
れ
ぐ
ら
い
言
っ
て
お
か
な
い
と
ま
ず
い
っ
し
ょ
。

少
し
時
間
が
あ
る
か
ら
説
明
し
よ
う
。
諸
島
は
赤
い
土
の
大
陸
と
ほ
ぼ
同
じ
位

置
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
考
え
て
向
こ
う
の
地
図
を
は
め
込
む
と
向
こ
う

の
世
界
は
狭
い
事
が
分
か
る
。

さ
っ
き
、
鉄
鋼
船
を
見
て
驚
い
て
い
る
の
を
面
白
く
見
て
い
た
が
、
俺
は
帆
船

を
見
た
こ
と
が
無
い
。
一
度
は
見
た
い
な
ー
っ
て
、
思
っ
て
い
る
。

～
１
５
分
後
～

『
着
い
た
ぞ
ー
ー
！
！
出
て
来
い
！
！
』

全
員
千
葉
県
に
無
事
上
陸
。

「
お
前
、
人
使
い
が
荒
い
ぞ
！
」

「
お
前
が
言
う
ん
じ
ゃ
ね
え
！
」
ス
パ
ー
ン
ッ
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お
お
、
生
ツ
ッ
コ
ミ
見
れ
た
。
じ
ゃ
あ
、
買
い
物
行
き
ま
す
か
。
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３
　
買
い
物
の
準
備
（
出
航
準
備
）
（
後
書
き
）

次
回
「
買
い
物
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
」
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４
　
買
い
物
　
１

＝
千
葉
県
南
房
総
市
＝

こ
こ
は
、
諸
島
と
友
好
地
域
の
一
部
の
千
葉
県
南
房
総
市
。

普
通
に
自
動
車
も
電
車
も
通
っ
て
い
る
。
住
民
も
い
る
。
何
故
、
友
好
地
域
か

と
い
う
と
、
こ
う
い
う
人
達
が
来
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
為
、
驚
か
な
い
人
達

の
所
と
契
約
し
て
い
た
の
だ
。
今
の
よ
う
に
買
い
物
に
行
く
と
か
。

友
好
地
域
は
、
沖
縄
県
辺
野
古
市
・
島
根
県
（
ほ
と
ん
ど
が
友
好
地
域
）
・
千

葉
県
南
房
総
市
・
福
島
県
浪
江
町
・
北
海
道
根
室
市
の
５
つ
だ
。

ル
「
お
お
ー
ー
！
！
す
っ
げ
ー
ー
ー
！
！
」
キ
ラ
キ
ラ

チ
ョ
「
お
お
お
お
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」
キ
ラ
キ
ラ

ウ
「
な
ん
だ
！
？
あ
れ
！
！
鉄
！
？
」

フ
「
ど
ん
な
仕
組
み
で
走
っ
て
ん
だ
よ
・
・
・
。
」

ナ
「
よ
ー
し
！
買
い
ま
く
る
わ
よ
！
」

「
駄
目
だ
！
日
用
品
な
ど
を
買
う
為
に
来
た
ん
だ
！
」

ナ
「
え
え
！
？
駄
目
な
・
・
の
？
」
上
目
遣
い

「
駄
目
だ
。
だ
い
た
い
金
は
俺
の
だ
。
っ
た
く
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ろ
。
金
引

き
下
ろ
し
て
く
る
。
」
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ナ
「
い
っ
ぱ
い
引
き
下
ろ
し
て
き
て
ね
ー
ー
！
！
」

「
ふ
ざ
け
ん
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
て
め
え
は
だ
ま
っ
て
ろ
お
お
お
お

！
！
！
」

ナ
「
あ
ん
な
に
怒
ら
な
く
て
も
・
・
・
・
。
」
し
ょ
ん
ぼ
り

「
っ
た
く
、
こ
っ
ち
の
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
ぜ
。
」

ウ
イ
ー
ン

「
あ
、
局
長
！
い
つ
も
の
２
倍
を
カ
ー
ド
に
入
れ
て
？
」

局
「
分
か
っ
た
よ
。
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
な
。
」

～
４
分
後
～

局
「
入
れ
た
よ
。
ボ
ー
ナ
ス
も
入
れ
た
か
ら
な
。
」

「
サ
ン
キ
ュ
ー
！
局
長
！
じ
ゃ
あ
な
！
」

局
「
あ
あ
、
気
を
付
け
る
ん
だ
ぞ
！
」

「
あ
あ
！
」
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ

局
「
相
変
わ
ら
ず
元
気
だ
な
。
海
は
。
さ
て
と
、
仕
事
仕
事
。
」

コ
「
海
さ
ん
！
あ
れ
は
な
ん
で
す
か
？
」
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「
あ
と
で
話
す
よ
。
と
り
あ
え
ず
行
く
ぞ
。
」

海
軍
チ
ー
ム
は
着
い
て
き
た
が
、
海
賊
チ
ー
ム
が
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
た
ま
ま
だ
。

「
置
い
て
く
ぞ
お
お
お
お
お
お
お
！
！
！
！
！
！
！
」

ル
「
え
！
？
や
だ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

チ
ョ
「
待
っ
て
え
え
え
え
！
！
！
」

「
っ
た
く
。
あ
、
店
長
！
」

店
長
「
ほ
う
、
あ
の
漫
画
の
。
」

「
そ
う
そ
う
。
良
い
よ
な
？
ち
ょ
っ
と
う
る
さ
く
な
る
け
ど
。
」

店
長
「
え
え
、
良
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
し
て
も
大
人
数
で
す
な
。
」

「
は
は
は
・
・
・
。
疲
れ
る
よ
、
特
に
６
人
。
海
軍
も
含
め
て
な
。
」

店
長
「
や
っ
ぱ
り
。
ま
あ
、
入
っ
て
く
だ
さ
い
な
。
」

「
お
い
！
入
る
ぞ
！
」

店
長
「
こ
っ
ち
で
す
。
」

ル
「
う
わ
ー
！
す
っ
っ
げ
え
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
」
キ
ラ
キ
ラ
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は
あ
、
な
ん
か
嫌
な
予
感
が
す
る
ぜ
・
・
・
・
・
・
。
何
も
無
け
れ
ば
い
い
が
。

無
理
か
。
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４
　
買
い
物
　
１
（
後
書
き
）

短
っ
！
！
！
！

次
回
「
買
い
物
　
２
～
続
々
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
事
件
発
生
～
」
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５
　
チ
ー
ム
（
前
書
き
）

ま
た
勝
手
に
タ
イ
ト
ル
変
え
た
。
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５
　
チ
ー
ム

＝
店
の
中
＝

・
・
・
・
・
・
・
。
や
っ
ぱ
り
、
ガ
ー
プ
を
除
い
た
し
っ
か
り
し
た
海
兵
と
サ

ン
ジ
と
チ
ョ
ッ
パ
ー
と
ロ
ビ
ン
と
ウ
ソ
ッ
プ
だ
け
に
し
よ
う
。

「
え
ー
と
、
ち
ょ
っ
と
待
て
。
今
か
ら
、
こ
の
店
に
入
っ
て
行
け
な
い
奴
を
発

表
す
る
。
」

ル
「
え
え
え
！
？
な
ん
で
だ
よ
ー
。
」

「
発
表
す
れ
ば
、
な
ん
と
な
く
分
か
る
。
」

ナ
「
分
か
っ
た
わ
、
言
っ
て
み
て
。
」

「
ガ
ー
プ
、
ル
フ
ィ
、
ゾ
ロ
、
ナ
ミ
、
フ
ラ
ン
キ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク
。
こ
の
６
人

だ
。
」

ナ
「
え
！
？
私
も
！
？
」

「
あ
あ
。
」

ボ
「
海
さ
ん
。
」

「
ん
？
ど
う
し
た
？
後
、
俺
は
海
で
良
い
よ
？
」

ボ
「
海
、
も
し
か
し
て
、
問
題
を
起
こ
し
そ
う
な
人
で
す
か
？
」
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「
う
ん
！
」

ル
「
何
コ
ソ
コ
ソ
喋
っ
て
ん
だ
よ
～
！
」

ガ
「
そ
う
じ
ゃ
～
！
」

「
少
し
は
黙
れ
。
今
の
６
人
は
最
後
に
店
に
入
る
。
い
い
な
？
」

６
人
「
「
「
「
「
分
か
っ
た
！
」
」
」
」
」

「
６
人
は
、
あ
の
休
憩
場
所
で
待
っ
て
も
ら
う
か
ら
。
ち
な
み
に
、
守
ら
な
い

と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
？
」
（
ニ
ヤ
リ
）

６
人
は
寒
気
が
し
、
ぶ
る
ぶ
る
震
え
て
い
る
。

「
あ
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
チ
ー
ム
発
表
！
」

イ
エ
ー
イ
！
パ
フ
パ
フ
ー
！

「
最
初
は
、
第
一
～
四
部
隊
と
ボ
ガ
ー
ド
。
次
に
、
五
～
八
部
隊
。
次
に
整
備
・

船
大
工
と
ウ
ソ
ッ
プ
。
次
に
、
医
療
班
と
チ
ョ
ッ
パ
ー
。
次
に
、
コ
ッ
ク
（
サ

ン
ジ
含
）
。
次
に
、
文
官
・
事
務
兵
と
ロ
ビ
ン
。
最
後
に
６
人
と
ロ
ビ
ン
。
」

「
よ
し
！
第
一
～
四
部
隊
！
最
初
に
行
く
ぞ
！
」

海
兵
「
は
！
！
」

「
あ
ー
、
や
っ
ぱ
り
ー
気
楽
に
喋
っ
て
。
今
は
仕
事
じ
ゃ
な
い
よ
？
」
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海
兵
１
「
す
み
ま
せ
ん
。
じ
ゃ
あ
、
遠
慮
な
く
。
」

ボ
「
・
・
・
・
・
海
、
い
い
の
か
？
」

は
は
っ
！
な
ん
で
だ
よ
。

「
平
気
、
平
気
ー
！

　
て
ー
ん
ち
ょ
ー
ー
ー
う
！
！
！
店
長
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
開
店
し
て
ー
ー
ー

ー
！
！
！
」

店
長
「
は
い
は
い
。
」

ま
あ
、
少
な
く
て
も
海
兵
達
（
ガ
ー
プ
除
）
は
大
丈
夫
で
し
ょ
。

ま
あ
、
最
後
が
怖
い
・
・
・
・
。

ル
フ
ィ
は
、
肉
！
肉
！
っ
て
う
る
さ
そ
う
だ
し
、
ガ
ー
プ
は
壊
し
そ
う
だ
し
、

ナ
ミ
は
値
切
り
し
そ
う
だ
し
、
フ
ラ
ン
キ
ー
は
な
ん
で
も
解
体
し
そ
う
だ
し
、
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ゾ
ロ
は
ウ
ル
ト
ラ
方
向
音
痴
だ
し
、
ブ
ル
ッ
ク
は
パ
ン
ツ
見
せ
て
も
？
っ
て
言

う
か
も
し
れ
ん
し
。

は
あ
、
こ
の
６
人
は
な
ん
か
も
う
、
大
人
な
の
？
特
に
、
ブ
ル
ッ
ク
と
フ
ラ
ン

キ
ー
と
ガ
ー
プ
。

ま
あ
、
頑
張
ろ
う
。

え
？
何
を
？
っ
て
？

ま
ず
、
こ
の
６
人
を
な
ん
と
か
す
る
。
次
に
、
ま
あ
、
給
料
だ
な
・
・
・
。
宝

く
じ
と
か
買
う
か
。

ま
あ
、
頑
張
ろ
う
。
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な
あ
、
一
言
良
い
か
？
な
ん
だ
？
こ
れ
。

ど
う
見
て
も
、
カ
ン
ペ
じ
ゃ
ね
え
の
？

な
ん
で
、
カ
ン
ペ
が
あ
る
の
？
ね
え
！
な
ん
で
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！

！
！

・
・
・
・
・
コ
ホ
ン
。
今
、
近
所
迷
惑
で
し
た
。
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５
　
チ
ー
ム
（
後
書
き
）

国
語
が
超
苦
手
の
作
者
で
す
・
・
・
。

最
近
、
テ
ス
ト
の
点
数
は
上
が
っ
て
き
た
ケ
ド
・
・
・
・
。

や
っ
ぱ
り
、
苦
手
の
も
ん
は
苦
手
で
す
。

文
系
じ
ゃ
な
い
っ
て
事
で
、
甘
く
見
て
く
だ
さ
い
な
。

次
回
タ
イ
ト
ル
決
ま
っ
て
ま
せ
ん
。

ほ
な
、
さ
い
な
ら
～
。
ま
た
、
次
回
な
～
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ｏｎｅ　ｐｉｅｃｅ　～それは突然やって来る～
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